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＜連絡事項＞

・オムツについて現在、アズールへの入荷予定がありません。東、南病棟の患者様でアズールか

ら購入している患者様は19名（東7名、南１２名）います。現在、スタッフがドラックストア

などに購入にいている状況です。購入数に伴い、分担していく予定です。

・業者洗濯患者様について、地震の影響で、洗濯業者が機能できないとのことです。今後の対応ですが、業者洗濯患者様の家族へ連絡し、家族で洗濯が対応可能な場合は対応してもらうよう電話連絡をして、対応不可能な場合は病院の洗濯機で洗濯対応していく予定です。

病院の洗濯機で洗濯する場合は、洗濯日、患者名、何を何枚洗濯したか、記録してください。

医療外経費の請求の可能性があります。

・本日予定していた看護グループ研修は、延期となりました。日程は未定です。

・在庫切れだったディスポ手袋と、ポリエチレン手袋2ケースずつが、庶務より届きました。限りある物ですので、大事に使いましょう。尚、軟膏塗布にはポリエチレン手袋を使用して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・木村　慶喜様～昨日の血糖日内変動と現在の食事から、本日よりインスリンを16単位から12単位へ変更の指示が主治医よりでています。
・泉川　ケイ子様～本日10:00～3/17（木）16:00の予定で外泊となっています。

・舘　ひろ子様～今週中に心理検査を終え、来週には西Aユニットへ移動予定です。

・倉舘　俊照様～ご家族様より山田PSWへ連絡あり、3/20(日)13:00退院予定となりました。

＜隔離室入室患者様＞
・池野　功一様～時間隔離継続中。入室中はトイレにこもっていること多く見られています。疎通は取れているため、トイレからの退出促していますが、｢日本政府の命令だ。｣と拒否されています。吐薬もあったため、食事へ薬混入しスタッフ付き添い摂取させています。危険行為はありません。引き続き突発的行為に注意しながら、確実な服薬と安定した睡眠がとれる様、関っていきましょう。

・畑中　成夫様～終日隔離継続中。スタッフ対面時の問題行動無く、表情良の硬さも見られていません。買い物を気にした発言・スタッフコールありますが、しつこさはありません。引き続き、突発的な粗暴行為に注意し介入していきましょう。

・泉川　ケイ子様～時間隔離継続中。本日父様来院し面談行っています。易怒的なところも見られず、穏やかに対応すること出来ています。先日予定していた外泊がキャンセルとなっていたことと、父様が当分の間来院出来ないことにより、急遽ではありますが主治医許可したため、本日10:00～3/17(木)16:00の予定で、外泊されています。
・外山　尚武様～終日隔離継続中。本日も昨日同様にリスパダール液6P昼・夕処方となっています。薬のみの与薬では吐き出したりすることあるため、飲み物に混ぜ投与し内服されています。声掛けには返答ありませんが、一人になると独語や奇異行動あります。夜間の不眠傾向も続いています。引き続き確実な服薬はもちろん、まとまった休息がとれるよう援助していきましょう。
・天間　康宏様～終日隔離継続中。朝・昼食全量摂取。拒薬もありません。会話はある程度成立するものの、｢私は宇宙人だ。｣等の滅裂発言見られています。引き続き服薬と睡眠を安定させるよう関り、精神状態を観察していきましょう。
＜要注目患者様＞
・木村　格治様～昨日・本日とレストランにて、日清スタッフへ暴言吐かれています。退院への不安から精神状態不安定となっているようです。介入の際は不安・興奮をあおる言動は避け、退院という目標を意識させていきましょう。3/18(金)15:00より、東SGM・山田PSW・安ヶ平Dr・工藤Nsを交えての面談を予定しています。
・川井　麻都香様～本日朝食事、突然配膳を押し返し、自室へ戻ってのドア蹴り見られています。スタッフ介入により落ち着くこと出来ています。男性スタッフがいる時のみ粗暴行為があるとの情報もあります。薬への依存もありますが、服薬により自身でイライラに対処することも重要です。スタッフへの依存（特に男性スタッフ）が大きくならないよう、対応する際には患者様との距離にも気を付けていきましょう。
＜業務改善検討～今年度を振り返って～＞
《今年度を振り返り、ディスカッションしています。》

・知識豊富なメンバーが揃い、かなりレベルの高い身体管理ができた。

・精神的なケアはどの程度のレベルだったのか。高いレベルでとは、言い切れない。

・大人数のスタッフが1つになることの難しさを実感した。協調性というものが、いかに大切か教えられた１年だった。

・リーダーはもっと自信を持って判断を下して欲しいと、感じることが多かった１年だった。上　司が居合わせると、すぐ上司へ聞いてからということでは、本当のリーダーとは言えないのではないか。

・患者様との距離の取り方の難しさを、痛感した１年だった。スタッフ同士のことも含め、周りにはどう見えていたのか。

などの意見が出されました。

